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1. はじめに 

 近年教育分野においても Learning Management 

System(LMS)の導入や各種情報の IT 化により、

ビッグデータの活用が進んできている。例えば 

Learning Analytics(LA)の分野においては、LMS

の課題の内容・進行状況や各種ログから、各学

生の学習状況を把握することで、講義進行や講

義内容の動的な変更や、グループ学習における

グループ状態の可視化などが可能となっている

[1]。また Institutional Research(IR)の分野に

おいては、各種データを統合的に分析すること

で、大学全体の状況の可視化や、各学部の差異

など多くの分析が可能となってきている。 

 しかし、IR においては各種情報の統合が課題

となっており、どのような仕組みで大学中の情

報を取得し分析できる環境を構築するかが重要

であると考えれる。 

 また、一方で大学における重要な課題の一つ

として、何らかの問題を抱えているため、授業

への不参加、ひいては退学へと追い込まれてし

まう学生の発見そののケアが挙げられる。 

 本研究では、大学内における情報統合の実践

とその活用である要ケア学生の早期抽出の手法

について考えていきたい。 

 

2. 組織内ＩＴサービス 

 大学に限らず組織内の IT サービスは、外部ベ

ンダーが提供するサービスを利用する方式（外

注）と、組織内でサービスを自前で構築する方

式（自前）が考えらえる。一般的には外注が安

定性の観点から推奨される。自作する場合は予

算の都合によるものがほとんどである。しかし、

外部仕様がまだ確定していなかったり、仕様が

頻繁に変更されたりする場合には、自作でサー

ビスを構築することのメリットが生まれる。 

大学での IT サービスを考えると、要求仕様が

はっきりしていてかつ安定性と安全性が必要と

される業務系のサービスは外注が望ましい。例

えば教務システムや図書館システムである。一

方、教員や学生が直接操作する LMS などの教育

系サービスは、授業形態や利用のされ方により、

常に要求が変わるため、自作が望ましいといえ

る。 

そこで本学では IT サービスを業務系と教育系

に分け、業務系は外注のサービス、特にメンテ

ナンス性と安定性の観点からクラウドサービス

を導入した。一方、教育系はオープンソース LMS

である Moodle に自作のモジュールを追加して利

用し、出席登録システムを兼ねる学生ポータル

を自作した[2]。図 1 にその概略を示す。教育系

に関しては応答性や通信料を踏まえ、オンプレ

ミスのサーバーで運用をしている。 
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図 1 学内 ITサービス環境 

 

3. 情報統合手法 

 外部の各種サービスを導入している組織にお

いて、すべてのサービスのデータを統合するこ

とは、すべての外部サービスを同一ベンダーに

する以外は非常に困難である。本学では、業務

系の各種サービスをクラウド化するとともに、

異なるベンダー間のサービスにおいてもデータ

の統合を可能とするための中核 DBを設置した。 

 図 2 に中核 DB の動作を示す。中核 DB はクラ

ウド上にある DB サーバーであり、各ベンダーに

業務系各種サービスの DB のレプリカをこの中核
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DB 上に設置するよう依頼することで、各種サー

ビスのデータを収取できるようにしたものであ

る。どのテーブルのどの列がどのような意味で

あるか適切に管理することで、サービス間のデ

ータの統合が可能となる。基本的に学生に関す

るデータは学籍番号をキーとして統一的に扱う

ことが可能である。 

 一方、教育系サービスは自作のため、中核 DB

へのデータのアップロードは容易であり、中核

DB 内のデータ構造に合わせてシステムを構築し

することが可能となっている。 
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図 2 中核 DB 

 

4. 要ケア学生の検出 

 従来、ケアが必要な学生の発見は、各講義の

出席状況や成績の取得状況等から、ある程度把

握されてきていた。しかし、成績が悪くなった

時点ですでにケアするには遅すぎる場合が多く、

それは出席状況が悪くなってからでも同じであ

る。理想としては、出席状況が悪くなる前にケ

アすべき学生の抽出をすべきである。特に、入

学時には問題がなく、学生生活を続けていくう

ちにケアが必要となる学生の検出が必要とされ

る。そのためには、単なる出席や成績より細か

な情報が必要と考えられる。 

 本学では、教育系システムが自作のため、本

学独自のより詳細な出席システムを開発した。

どの座席からいつ出席登録したかを記録できる

ため、より詳細な出席状況の把握が可能である。

また、毎学期、全講義の Moodle コースを作成し

ており、すべての講義での Moodle 利用を推奨し

ている。そのため、学生の学習状況についても

より詳細に分析することが可能であると考えら

れる。 

  

5. 検出手法 

 要ケア学生の抽出には、出席情報や LMS のロ

グに加え、授業評価アンケート結果や各種業務

系サービスの情報など、多岐にわたるデータ収

集及び分析が必要となる。データの収集は中核

DB を中心とし、各種サービスのデータの統合を

行う。また、出席情報からは教壇からの位置関

係や、隣接する学生の情報などから、今までに

ない分析が可能になると期待できる。また、分

析手法としてデータマイニングを行うだけでな

く、ディープラーニングによる分類器の作成を

予定している。過去４年間の出席情報及び

Moodle のログから、退学や休学してしまった学

生の推測を行う。なおデータの 9/10 を教師デー

タとして使い、残り 1/10 を検証用データとして

使う。 

 

6. データ 

 分析に用いるデータについて表 1 に示す。本

学の入学者数は年間約 2000 人であり 4 年間分で

8000 人となっている。出席データは、出席の有

無のデータが 530 万件であり、座席や時間も含

まれた出席データの場合は 400 万件程度となる。

Moodle の行動ログについては学生の行動だけで

なく教員やシステム等の行動も含まれている。

アンケートは基本的に Moodle 上で行われたもの

を対象とし、授業評価アンケートのみならず、

全学生対象の普段の状況を調べる全学調査差ア

ンケートや、各授業で行われたアンケートも含

まれている。 

  

表 1 分析に用いるデータ 

学生数 約8000人

期間 2015年4月~2019年3月

出席データ 約530万件

Moodle行動ログ 約4000万件

アンケート結果 約60万件
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